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こ
ん
な
場
所
に
六
三
〇
〇
年
前
の
集
落
が
あ
っ
た 

 

西 

田 
 

茂 

北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

 

Key Word 

縄
文
時
代
早
期 
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ア
イ
ヌ
語
地
名 

カ
マ
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は
じ
め
に 

 

私
は
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
か
ら
四
年
ほ
ど
、
夏
期
に
千
歳
市
内
で
遺
跡
の
発
掘

調
査
に
従
事
し
て
い
た
。
こ
の
発
掘
は
、
高
速
道
路
の
建
設
工
事
に
際
し
て
の
事
前
発

掘
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
道
路
建
設
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
て
し
ま
う
埋
蔵
文
化
財
の

記
録
保
存
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
財
団
法
人
北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
、
千

歳
市
内
で
の
北
海
道
横
断
自
動
車
道
路
建
設
に
際
し
て
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
、

本
格
的
な
発
掘
調
査
に
着
手
し
、
同
十
年
に
野
外
で
の
調
査
を
終
了
し
た
。
さ
ら
に
同

十
三
年
以
降
は
、
空
港
か
ら
横
断
道
路
へ
接
続
す
る
路
線
に
つ
い
て
発
掘
調
査
が
始
ま

り
、
千
歳
市
内
に
お
い
て
は
今
な
お
大
規
模
な
発
掘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

私
は
四
年
間
の
う
ち
、
は
じ
め
の
二
年
を
キ
ウ
ス
地
区
で
、
残
り
の
二
年
を
ユ
カ
ン

ボ
シ
地
区
で
過
ご
し
た
。
結
果
的
に
は
、
か
つ
て
存
在
し
た
オ
サ
ツ
沼
の
東
側
、
西
側

で
の
発
掘
に
お
い
て
、
地
形
、
地
層
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
発
掘
作
業
な
ら
で
は
の

知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
（
図-

１
）。 

 

こ
れ
ら
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
基
に
し
て
、
オ
サ
ツ
沼
の
形
成
に
関
し
て
述
べ
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
主
旨
は
、「
石
狩
低
地
帯
南
部
（
千
歳
市
・
恵
庭
市
・
長
沼
町
）
で
一

九
六
〇
年
代
ま
で
見
ら
れ
た
広
大
な
沼
沢
地
の
水
位
は
、
擦
文
文
化
期
（
一
〇
〇
〇
年

前
）
以
降
の
上
昇
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
標
高
八
〜
九
㍍
の
高
さ
ま
で
が
水
浸
し
に
な

る
の
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
期
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
西
田
茂 

                         

図-1 遺跡の位置  １：ユカンボシＣ１遺跡  ２：ユカンボシＣ２遺跡   
          ３：ユカンボシＣ15遺跡  ４：キウス４遺跡Ａ地区 
（この図は、平成13（2001）年国土地理院発行の5万分の1地形図「恵庭」の一部である） 
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二
〇
〇
六
）。
つ
ま
り
、
江
戸
時
代
以
降
の
諸
記
録
で
広
大
な
湿
地
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
た
沼
沢
地
の
形
成
、
水
位
の
上
昇
と
い
う
出
来
事
は
、
考
古
学
的
な
時
間
尺
度
で
見

る
と
、き
わ
め
て
新
し
い
時
期
の
現
象
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
と
き
は
水
位
の
上
昇
が
起
っ
た
時
期
の
確
定
に
論
を
運
ぶ
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、

長
期
に
わ
た
る
縄
文
時
代
の
水
位
（
地
形
）
に
関
し
て
は
、
後
期
（
四
〇
〇
〇
年
前
）

以
降
の
概
略
を
記
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

本
稿
で
は
、
さ
き
の
論
文
で
触
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
縄
文
時
代
早
期
後
葉
（
六
三

〇
〇
年
前
）
の
集
落
と
水
位
の
こ
と
を
述
べ
て
お
く
。
さ
ら
に
発
掘
調
査
で
得
心
し
た

ア
イ
ヌ
語
地
名
「
カ
マ
カ
」
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 

 

一
．
ユ
カ
ン
ボ
シ
Ｃ
２
遺
跡
の
集
落 

 

ユ
カ
ン
ボ
シ
Ｃ
２
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
、
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年

で
あ
る
。
長
都
地
区
で
は
農
耕
地
の
土
地
改
良
事
業
に
伴
っ
て
農
道
の
整
備
、
排
水
溝

の
新
設
工
事
な
ど
が
進
展
し
、遺
跡
の
な
か
に
排
水
機
場
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
工
事
範
囲
で
あ
る
東
西
四
〇
㍍
、
南
北
七
〇
㍍
ほ
ど
が
発
掘
さ
れ
た
。 

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
発
行
の
五
万
分
の
一
地
図
を
み
る
と
、
発
掘
し
た
あ
た
り
は

標
高
一
〇
㍍
ほ
ど
で
、
湿
地
帯
の
縁
と
な
っ
て
い
る
（
図-

６
）。
発
掘
し
て
み
る
と
耕

作
土
の
下
に
は
一
七
三
九
年
降
下
の
樽
前
ａ
降
下
火
山
灰
層
が
二
〇
㌢
ほ
ど
堆
積
し
て

い
た
。
こ
の
降
下
火
山
灰
層
の
下
は
縄
文
時
代
早
期
の
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
る
五
〇
〜

九
〇
㌢
の
深
さ
ま
で
、
黒
色
土
や
黒
褐
色
土
で
あ
っ
た
。
湿
っ
ぽ
い
黒
色
土
や
黒
褐
色

土
の
中
ほ
ど
の
位
置
に
樽
前
Ｃ
降
下
火
山
灰
層
が
あ
っ
た
。
こ
の
縄
文
時
代
晩
期
後
葉

（
二
四
五
〇
年
前
）
に
降
下
し
た
樽
前
Ｃ
降
下
火
山
灰
層
よ
り
も
上
に
泥
炭
層
を
想
定

さ
せ
る
「
草
本
」
部
分
が
認
め
ら
れ
た
。
縄
文
時
代
早
期
の
コ
ッ
タ
ロ
式
土
器
の
時
期

の
竪
穴
住
居
跡
は
、も
ち
ろ
ん
樽
前
Ｃ
降
下
火
山
灰
層
よ
り
も
下
か
ら
検
出
さ
れ
た（
図

-

２
）。 

  

          

通
常
、
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
時
期
の
遺
構
・
遺
物
が
検
出
さ
れ
る

が
、こ
の
図-

２
に
は
竪
穴
住
居
跡
七
ヵ
所
の
み
を
書
き
込
ん
で
あ
り
、竪
穴
住
居
跡
は
、

す
べ
て
標
高
八
㍍
よ
り
も
低
い
位
置
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
住
居
跡
は
、
平
面
形
は
楕
円

形
に
近
い
形
で
あ
り
、
そ
の
中
央
付
近
に
焼
土
が
認
め
ら
れ
る
。
考
古
学
的
な
時
期
の

決
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
居
跡
に
つ
い
て
、
そ
こ
か
ら
出
土
し
た
土
器
で
も
っ
て
な
さ

れ
る
。
そ
れ
ら
の
土
器
の
う
ち
で
Ｈ-

10
と
呼
ば
れ
る
住
居
か
ら
出
土
し
た
コ
ッ
タ
ロ

式
土
器
が
図-

４
で
あ
る
。 

 
コ
ッ
タ
ロ
式
土
器
は
縄
文
時
代
早
期
後
葉
（
六
五
〇
〇
年
前
）
の
時
期
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
後
述
す
る
中
茶
路
式
土
器
へ
と
「
連
続
し
て
推
移
す
る
こ
と
」

は
、
遠
藤
香
澄
が
指
摘
し
て
い
る
（
遠
藤
一
九
九
七
）。 

 

二
．
キ
ウ
ス
４
遺
跡
Ａ
地
区
の
集
落 

 

キ
ウ
ス
４
遺
跡
は
、
東
西
一
㌔
㍍
、
南
北
八
〇
〇
㍍
を
上
回
る
大
き
さ
の
遺
跡
で
あ 

図-2 コッタロ式土器の時期の集落 
（ユカンボシＣ２遺跡） 
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る
。
こ
の
広
い
範
囲
は
い
く
つ
か
に
区
分
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
も
っ
と
も
西
側
の
Ａ

地
区
の
発
掘
が
行
わ
れ
た
の
は
、
平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
で
あ
る
。
こ
こ
の
標
高
六

㍍
付
近
に
お
い
て
中
茶
路
式
土
器
の
時
期
の
竪
穴
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
た
（
図-

３
）。

こ
の
図
に
は
竪
穴
住
居
跡
七
ヵ
所
と
土
坑
ひ
と
つ
の
み
を
示
し
て
あ
る
。
竪
穴
住
居
跡

の
平
面
形
は
不
整
長
円
形
で
あ
り
、
長
さ
は
数
メ
ー
ト
ル
の
規
模
で
あ
る
。
す
べ
て
厚

さ
二
㍍
ほ
ど
の
泥
炭
層
よ
り
も
下
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
住
居
内
に
は
焼
土

は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 

こ
れ
ら
の
住
居
跡
、
土 

坑
の
時
期
は
、
出
土
し
た 

中
茶
路
式
土
器
に
よ
っ
て
、 

縄
文
時
代
早
期
後
葉
（
六 

三
〇
〇
年
前
）
と
判
断
さ 

れ
る
。
図-

４
（
右
）
に
は
、 

こ
こ
の
土
坑
（
Ａ
Ｌ
Ｐ
20
） 

か
ら
出
土
し
た
中
茶
路
式 

土
器
を
示
し
た
。
中
茶
路 

式
土
器
は
、
コ
ッ
タ
ロ
式 

土
器
か
ら
漸
移
的
に
変
化 

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の 

図-
４
に
示
し
た
二
個
体
の 

土
器
で
比
較
す
る
と
、
そ 

れ
ぞ
れ
の
特
色
は
器
形
に 

お
い
て
認
め
ら
れ
る
。
底 

部
か
ら
の
立
ち
上
が
り
部 

分
の
断
面
を
み
る
と
、
コ 

図-4 コッタロ式土器（左：ユカンボシＣ２遺跡）と 
中茶路式土器（右：キウス４遺跡Ａ地区） 

図-3 中茶路式土器の時期の集落（キウス４遺跡Ａ地区） 
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ッ
タ
ロ
式
で
は
外
側
へ
の
張
り
出
し
が
顕
著
で
あ
り
、
中
茶
路
式
で
は
外
側
へ
の
張
り

出
し
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。 

 

三
．
ユ
カ
ン
ボ
シ
Ｃ
15
遺
跡
の
発
掘
調
査 

 

ユ
カ
ン
ボ
シ
Ｃ
15
遺
跡
は
高
速
道
路
建
設
に
伴
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
平
成

八
年
か
ら
三
ヵ
年
に
わ
た
る
調
査
内
容
は
、六
冊
の
報
告
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

東
西
の
長
さ
三
〇
〇
㍍
ほ
ど
の
調
査
範
囲
の
中
ほ
ど
に
は
自
然
河
川
と
し
て
の
ユ
カ
ン

ボ
シ
川
が
横
切
っ
て
お
り
、
低
湿
部
を
な
し
て
い
た
。 

 

台
地
部
お
よ
び
低
湿
部
に
つ
い
て
の
土
層
の
堆
積
状
況
は
、図-

５
の
模
式
図
に
示
し 

た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
発
掘
調
査
に
お
け
る
遺
構
、
遺
物
の
観
察
記
録
か
ら
、
水
位 

              

文
化
期
の
終
末
（
八
〇
〇
年
前
）
で
あ
っ
て
も
水
位
は
八
㍍
以
下
で
あ
り
、
ア
イ
ヌ
文

の
上
昇
は
、
こ
の
一
〇
〇
〇
年
間
ほ
ど
の
出
来
事
で
あ
る
（
前
掲
、
西
田
二
〇
〇
六
）。 

さ
ら
に
擦
文
文
化
期
の
終
末（
八
〇
〇
年
前
）で
あ
っ
て
も
水
位
は
八
㍍
以
下
で
あ
り
、

ア
イ
ヌ
文
化
期
に
な
る
と
船
の
航
行
が
で
き
る
ほ
ど
に
水
位
が
上
昇
し
て
い
る
こ
と
も

述
べ
た
。 

 

四
．
ア
イ
ヌ
語
地
名
カ
マ
カ
の
「
カ
マ
」
に
つ
い
て 

 

現
在
「
か
ま
か
」
の
地
名
は
、
長
都
大
橋
よ
り
も
下
流
、
千
歳
川
か
ら
西
側
の
地
域

を
称
し
て
お
り
、
漢
字
で
「
釜
加
」
と
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
が
ア
イ
ヌ
語

地
名
で
あ
る
こ
と
は
、一
八
世
紀
末
以
降
の
諸
記
録
が
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る（
図-

６
）。

以
下
、「
か
ま
か
」
に
関
連
す
る
記
述
を
み
て
い
く
。 

 

『
増
補
千
歳
市
史
』（
昭
和
五
十
八
年
）
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 
 

釜
加
（
か
ま
か
）kama-ukka

（
平
岩
の
・
瀬
）
こ
の
平
岩
は
岩
石
で
は
な
く
堅
い
重
粘

土
で
あ
る
。 

 

知
里
真
志
保
の
『
地
名
ア
イ
ヌ
語
小
辞
典
』（
昭
和
三
十
一
年
）
に
は
次
の
よ
う
な
説

明
が
あ
る
。 

 
 
kama 

カ
ま 

①
平
岩
。
扁
盤
。
②
〔
ナ
ヨ
ロ
〕
岩
。 

 
 
kama-so 

カ
ま
ソ 

平
岩 

海
中
の
平
岩
。〔
平
た
い
・
岩
〕 

 
 
kama-ya 

カ
ま
ヤ 

扁
盤
の
岸
。 

 

永
田
方
正
の
『
北
海
道
蝦
夷
語
地
名
解
』（
明
治
二
十
四

年
初
版
、
昭
和
五
十
九
年
復
刻
）
は
、「
カ
マ
」
に
関
連
す

る
地
名
に
つ
い
て
、「
胆
振
国
千
歳
郡
」
の
項
で
次
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
。 

 
 
Kama pa 

カ
マ 

パ 

扁
磐
の
頭 

扁
磐
ノ
東
ト
モ 

 
 
Kama ka kotan 

カ
マ 

カ 

コ
タ
ン 

磐
上
（
イ
ワ
カ
ミ
）

村 

1739年降下 

10世紀中頃降下 

1万 8000年前降下 

図-5 ユカンボシＣ15遺跡の土層模式 

2400年前降下 



- 19 - 

                         

 
 
Kama keshi 

カ
マ 

ケ
シ 

扁
磐
ノ
下 

 

こ
の
永
田
の
地
名
解
に
は
、
道
内
の
「
カ
マ
」
に
関
連
す
る
地
名
が
、「
カ
マ
」
を
最

初
に
も
つ
も
の
だ
け
で
も
こ
の
ほ
か
一
五
ヵ
所
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
「
カ
マ
」
は

「
磐
」「
扁
磐
」「
平
磐
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。 

 

以
上
に
み
る
よ
う
に
ア
イ
ヌ
語
地
名
「
カ
マ
」
は
、「
平
岩
」「
平
磐
」「
平
盤
」
を
意

味
し
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
千
歳
市
内
の
釜
加
地
域
で
は
、「
カ
マ
」
地
名
の
も
と
と
な
っ
た
で
あ
ろ

う
「
平
岩
」「
平
磐
」
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
か
つ
て
の
オ
サ

ツ
沼
の
周
辺
の
地
形
は
、
支
笏
火
砕
流
堆
積
物
（
火
山
灰
）
を
基
盤
と
す
る
低
平
な
地

形
で
あ
り
、
岩
礫
類
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
『
増
補
千
歳
市

史
』
に
記
し
て
あ
る
よ
う
に
「
岩
石
で
は
な
く
」
堅
い
土
が
見
出
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

平
成
九(

一
九
九
七)

年
、
同
十
年
の
ユ
カ
ン
ボ
シ
Ｃ
15
遺
跡
の
発
掘
は
、
近
世
ア
イ

ヌ
文
化
期
（
三
〇
〇
年
前
）
か
ら
旧
石
器
時
代
（
二
万
年
前
）
ま
で
に
お
よ
ぶ
多
く
の

人
間
生
活
の
痕
跡
を
調
査
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
発
掘
調
査
の
二
ヵ
年
と
も
「
恵
庭
ａ

降
下
軽
石
層
」（
Ｅ
ｎ-

Ｐ
）
を
部
分
的
に
掘
り
抜
い
た
。
一
万
八
〇
〇
〇
年
前
の
降
下

と
考
え
ら
れ
る
「
恵
庭
ａ
降
下
軽
石
層
」
の
最
上
部
（
厚
さ
一
㍍
）
は
、
軽
石
混
じ
り

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
き
わ
め
て
堅
硬
な
土
層
で
あ
る
。『
増
補
千
歳
市
史
』
の
「
か

ま
か
」
に
書
い
て
あ
る
「
重
粘
土
」
は
、
こ
の
「
恵
庭
ａ
降
下
軽
石
層
」
の
こ
と
で
あ

ろ
う
か
と
い
う
見
解
に
い
た
っ
た
。 

 
発
掘
に
お
い
て
は
調
査
地
点
周
辺
の
野
外
探
索
は
重
要
な
の
で
、
折
に
ふ
れ
て
ユ
カ

ン
ボ
シ
、
長
都
、
釜
加
地
区
に
お
い
て
農
地
や
道
路
工
事
の
断
面
、
河
川
の
底
の
観
察

に
努
め
た
。
す
る
と
、
土
層
の
堆
積
状
況
や
土
質
の
特
色
か
ら
判
断
し
て
、「
か
ま
」
土

層
と
み
な
せ
る
「
恵
庭
ａ
降
下
軽
石
層
」
が
現
地
表
の
一
〜
二
㍍
下
に
表
出
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
見
出
し
た
。こ
の
低
平
な
地
域
で
は
傾
斜
が
緩
慢
な
の
で
、堅
硬
な
土
層
は
、

河
川
の
流
水
に
よ
っ
て
は
消
失
し
な
い
の
で
あ
る
。 

図-6 改修前の長都沼と地名「カマカ」、遺跡の位置  ○印左：ユカンボシＣ２遺跡、右：キウス４遺跡Ａ地区 
（この図は、大正９年「大日本帝国陸地測量部」発行の５万分の１地形図「漁」の一部である） 
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二
〇
世
紀
後
半
に
千
歳
川
の
改
修
が
行
わ
れ
、
流
路
の
掘
削
・
直
線
化
が
な
さ
れ
る

前
は
、
こ
の
川
を
舟
で
上
下
す
る
人
々
に
は
、
川
底
の
硬
さ
が
大
変
印
象
に
残
る
も
の

で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。オ
サ
ツ
沼
に
代
表
さ
れ
る
沼
沢
地
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

棹
さ
し
て
自
在
に
進
め
た
の
で
あ
れ
ば
、
漢
字
で
「
磐
」「
盤
」
と
記
さ
れ
る
ほ
ど
の
も

の
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

現
在
、「
恵
庭
ａ
降
下
軽
石
層
」
の
露
頭
が
容
易
に
観
察
で
き
る
の
は
、
直
線
化
さ
れ

た
長
都
川
と
流
路
の
改
修
が
な
さ
れ
た
ユ
カ
ン
ボ
シ
川
に
合
流
点
付
近
で
あ
り
、
ユ
カ

ン
ボ
シ
Ｃ
１
遺
跡
と
呼
ば
れ
て
い
る
微
高
地
の
あ
た
り
で
あ
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

か
つ
て
の
オ
サ
ツ
沼
で
代
表
さ
れ
る
低
湿
地
の
環
境
は
、
擦
文
時
代
以
降
の
こ
と
で

あ
る
。
つ
ま
り
縄
文
時
代
早
期
後
葉
（
六
五
〇
〇
年
前
）
以
降
擦
文
文
化
期
に
至
る
ま

で
、
こ
の
地
域
の
大
部
分
は
乾
い
た
地
（
湿
地
で
な
い
と
い
う
意
味
）
で
あ
り
、
集
落

が
形
成
さ
れ
う
る
環
境
な
の
で
、
泥
炭
層
の
下
に
集
落
が
埋
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
指

摘
で
き
る
。 

 

低
湿
地
と
し
て
の
環
境
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
一
般
論
と
し
て
、
流
入
水
量
の
増

大
、
排
出
部
分
の
停
滞
（
排
水
の
不
調
）
が
想
定
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
夕
張
川
水
系

の
流
路
変
更
に
よ
る
流
入
増
加
、
石
狩
川
と
江
別
川
（
千
歳
川
）
の
合
流
部
の
変
更
に

よ
る
流
下
水
位
の
上
昇
な
ど
が
あ
る
が
、
時
間
軸
を
加
え
て
論
じ
る
資
料
の
持
ち
合
わ

せ
は
な
い
。
あ
る
い
は
千
歳
地
域
の
局
地
的
な
沈
降
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。 
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